
５
月
９
日
（木）
新
規
受
け
付
け
開
始

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
制
度

対
象
／
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
住
宅

を
所
有
し
居
住
し
て
い
る
人

対
象
工
事
／
市
内
の
施
工
業
者
に
よ

る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事（
工
事
金
額
20

万
円
以
上
）

補
助
額
／
工
事
に
要
し
た
費
用
の
10

分
の
１
以
内（
20
万
円
ま
で
）

※
対
象
住
宅
１
棟
に
つ
き
１
回
ま
で
。

申
し
込
み
方
法
／
工
事
の
契
約
前
に
、

都
市
整
備
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
班（
☎

62
‐
５
８
９
５
）

４
月
１
日
（月）
受
け
付
け
開
始

道
路
環
境
保
全
事
業
補
助
金

　
市
で
は
地
域
の
道
路
環
境
の
保
全

と
、
通
行
の
安
全
を
守
る
た
め
、
立

木
な
ど
の
除
去
作
業
経
費
の
補
助
を

行
い
ま
す
。

対
象
／
区
、
自
治
会

対
象
経
費
／
建
設
機
械
借
り
上
げ
料
、

機
械
燃
料
費
な
ど

補
助
額
／
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内（
５
万
円
ま
で
）

※
年
度
内
１
区
、
自
治
会
１
回
限
り
。

問
建
設
課
管
理
班（
☎
57
‐
１
１

９
１
）

利
用
し
て
く
だ
さ
い

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
、

耐
震
改
修
補
助
制
度

対
象
／
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
住
宅

を
所
有
し
居
住
し
て
い
る
人

対
象
住
宅
／
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築（
着
工
）さ
れ
た
、
市
内
の

木
造
一
戸
建
て
住
宅
や
併
用
住
宅

補
助
額
／
●
診
断
：
要
し
た
費
用
の

２
分
の
１
以
内（
４
万
円
ま
で
）　　

●
改
修
：
要
し
た
費
用
の
３
分
の
１

以
内（
40
万
円
ま
で
）

※
対
象
住
宅
１
棟
に
つ
き
１
回
ま
で
。

申
し
込
み
方
法
／
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
設
計
を
依
頼
す
る
前
に
、
都
市

整
備
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
班（
☎

62
‐
５
８
９
５
）

４
月
１
日
（月）
受
け
付
け
開
始

住
宅
用
省
エ
ネ
設
備
の

設
置
に
補
助
金
を
交
付

対
象
設
備
・
補
助
額
／
●
住
宅
用
太

陽
光
発
電
設
備（
最
大
出
力
の
合
計

値
、
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

の
定
格
出
力
の
い
ず
れ
か
が
10 

kw
未

満
）：
最
大
出
力（
kw
）に
２
万
円
を

乗
じ
た
額（
10
万
円
ま
で
）　
●
家
庭

用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム（
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
）：
５
万
円
ま
で　

●
定
置
用
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
：
10

万
円
ま
で　
●
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ

ム（
強
制
循
環
型
に
限
る
）：
５
万
円

ま
で　
　

※
全
て
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と（
購

入
済
み
の
機
器
は
対
象
外
）。
対

象
設
備
ご
と
に
１
住
宅
に
つ
き
１

回
ま
で
、
予
算
内
で
の
交
付
。

対
象
／
自
ら
所
有
し
居
住
す
る
市
内

の
住
宅
に
対
象
設
備
を
設
置
す
る
人

で
、
２
０
２
０
年
３
月
10
日

（火）
ま
で

に
工
事
を
完
了
し
、
実
績
報
告
書
を

提
出
で
き
る
人
。

※
世
帯
の
全
員
が
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と
。
新
築
の
場
合
は
、

引
き
渡
し
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
。

申
し
込
み
方
法
／
設
置
工
事
の
着
工

10
日
前
ま
で
に
、
申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
環
境
課
環
境
政
策
班（
☎
62
‐

５
３
２
８
）

行
政
運
営
の
改
善
に
向
け
て

平
成
30
年
度

行
政
評
価
結
果
を
公
表

　
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
を
行

う
た
め
、
平
成
29
年
度
に
市
が
実
施

し
た
２
６
６
事
業
に
つ
い
て
、
事
業

の
成
果
を
重
視
し
て
評
価
を
行
い
ま

し
た
。

　
評
価
結
果
は
行
政
改
革
推
進
課
や
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
今
後
も
市
の
取
り
組
み
を
検
証
し
、

成
果
を
重
視
し
た
評
価
を
行
い
、
評

価
結
果
は
事
務
事
業
の
見
直
し
や
、

予
算
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
行
政
運

営
の
改
善
に
役
立
て
ま
す
。

問
行
政
改
革
推
進
課
行
政
改
革
班

（
☎
62
‐
５
３
４
５
）

幅
広
い
世
代
に
人
気

長
熊
釣
堀
セ
ン
タ
ー

春
の
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
大
会

日
時
／
５
月
３
日（
金
・
祝
）　
午
前

６
時
受
け
付
け
開
始

場
所
／
長
熊
釣
堀
セ
ン
タ
ー

費
用
／
大
人
２
、
０
０
０
円（
小
学

生
以
下
１
、
０
０
０
円
）

※
参
加
賞
と
昼
食
代
含
む
。

前
売
り
券
／
４
月
１
日

（月）
か
ら
長
熊

釣
堀
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
で
販
売
。

※
前
売
り
券
特
典
と
し
て
先
着
順
で

座
席
指
定
で
き
ま
す
。

定
員
／
２
６
０
人

問
長
熊
釣
堀
セ
ン
タ
ー（
☎
68
‐

４
６
０
２
）

※順不同、敬称略

まんざい保育所・古城保育所の保育所用備品として
干潟ライオンズクラブ／畳マットほか保育所用備品一
式（10万円相当）
萬歳小・中和小・古城小の学校用備品として
干潟ライオンズクラブ／折りたたみテーブル用台車ほ
か学校用備品一式（15万円相当）

議会に報告された寄付 ※議会報告順、敬称略

晴天の下で釣りを楽しむ太公望
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項　目 １か月 ６か月前納 １年前納 ２年前納
定額保険料 16,410 － － －
早割

（口座振替のみ）
16,360

（50） － － －

口座振替前納額 － 97,340
 （1,120）

192,790
 （4,130）

379,640
（15,760）

現金支払い前納額
クレジットカード払い
前納額

－ 97,660
　  （800）

193,420
（3,500）

380,880
（14,520）

2019年度　国民年金保険料の納付額 　　　　  （単位：円）

※（　）内は割引額。2年前納は2020年度の保険料を16,540円で計算しています。

参
加
者
を
募
集

幽
学
の
里
で
米
づ
く
り
体
験

　
国
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
る
大
原

幽
学
ゆ
か
り
の
水
田
で
、
豊
か
な
自

然
を
感
じ
な
が
ら
米
作
り
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
田
植
え
か
ら
始
ま
り
、
草
取
り
や

稲
刈
り
、
収
穫
祭
ま
で
全
４
回
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
収
穫
祭
で
は
、
自

分
で
作
っ
た
お
米（
５
㎏
を
予
定
）を

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
旭
市
の
豊
か
な
自
然
と
、
農
業
の

魅
力
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
体
験

で
す
。

期
日
・
内
容
／
●
５
月
５
日（
日
・

祝
）：
田
植
え　

●
７
月
６
日
（土）
：

草
取
り　
●
９
月
７
日
（土）
：
稲
刈
り

●
10
月
５
日
（土）
：
収
穫
祭

場
所
／
大
原
幽
学
遺
跡
史
跡
公
園　

定
員
／
80
人

料
金
／
１
家
族（
６
人
ま
で
）６
、
０

０
０
円

申
込
期
限
／
４
月
17
日
（水）

問
旭
市
都
市
農
漁
村
交
流
協
議
会

事
務
局（
☎
74
‐
３
６
７
１
・
農
水

産
課
振
興
班
内
）

開
催
し
ま
す

無
料
住
宅
相
談
会

　
木
造
住
宅
の
耐
震
化
促
進
の
一
環

と
し
て
、
無
料
耐
震
診
断（
一
般
診

断
法
）を
行
い
ま
す
。

日
時
／
５
月
17
日
（金）
、
６
月
17
日
（月）
、

７
月
17
日
（水）
、
８
月
17
日
（土）
、
９
月

17
日
（火）　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
要
事
前
予
約
、
１
人
１
時
間
。

場
所
／
都
市
整
備
課（
第
二
庁
舎
２

階
）

持
ち
物
／
図
面

問
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
班（
☎

62
‐
５
８
９
５
）

月
額
１
６
、
４
１
０
円
に

国
民
年
金
保
険
料

　
２
０
１
９
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
６
、
４
１
０
円
に
な

り
ま
し
た
。

　
保
険
料
は
将
来
や
万
が
一
の
た
め
、

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
付
方

法
を
口
座
振
替
や
前
納
な
ど
に
す
る

と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
で
得
す
る

「
早
割
制
度
」

　
毎
月
の
保
険
料
は
、
翌
月
末
ま
で

に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

早
割
制
度
と
い
う
口
座
振
替
に
す
る

と
、
そ
の
月
の
保
険
料
が
そ
の
月
の

末
日
引
き
落
と
し
に
な
り
、
毎
月
50

円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
希
望
す
る
場
合
は
、
納
付
書
に
記

載
の
金
融
機
関
な
ど
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
す

産
前
産
後
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出

産
し
た
と
き
に
は
、
出
産
前
後
の
国

民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
／
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
、
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日

以
降
の
人

免
除
期
間
／
●
出
産
予
定
日
か
出
産

日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月

間　
●
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産

予
定
日
か
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３

か
月
前
か
ら
６
か
月
間

※
出
産
と
は
妊
娠
85
日（
４
か
月
）以

上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。
死
産
や

流
産
、
早
産
を
含
み
ま
す
。

届
け
出
時
期
／
出
産
予
定
日
の
６
か

月
前
か
ら

提
出
先
／
保
険
年
金
課

添
付
書
類
／
●
出
産
前
に
届
け
出
を

す
る
場
合
：
母
子
健
康
手
帳
な
ど　

●
出
産
後
に
届
け
出
を
す
る
場
合
：

原
則
不
要
。
被
保
険
者
と
子
が
別
世

帯
の
場
合
は
、
出
生
証
明
書
な
ど
出

産
日
や
親
子
関
係
を
明
ら
か
に
す
る

書
類

問
佐
原
年
金
事
務
所（
☎
０
４
７
８

‐
54
‐
１
４
４
２
）、
市
保
険
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班（
☎
62
‐
５

３
３
２
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

く
ら
し
の

…問い合わせ
…申し込み

ワイド

ま
と
め
て
払
っ
て
得
す
る

「
前
納
割
引
制
度
」

　
保
険
料
を
６
か
月
分
、
１
年
分
ま

た
は
２
年
分
を
ま
と
め
て
前
払
い
す

る
と
、
月
当
た
り
の
割
引
額
が
大
き

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
前
納
割
引
制

度
と
い
い
、
現
金
払
い
や
口
座
振
替

の
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も

で
き
ま
す
。

※
別
途
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
佐
原
年
金
事
務
所（
☎
０
４
７
８

‐
54
‐
１
４
４
２
）、
市
保
険
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班（
☎
62
‐
５

３
３
２
）

田植え体験
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